
規律規律規律規律あるノーリフティングケアノーリフティングケアノーリフティングケアノーリフティングケアの文化を作る

〜 基本的理念と計画に基づく一貫した行動 〜

社会福祉法人ひさの里
特別養護老人ホームふじの木園

施設⻑ 須藤 秀作
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ひさの里運営理念
「法人に関わる全ての方々が喜びを見出せる運営を行う」

2



ノーリフティングケア取組ノーリフティングケア取組ノーリフティングケア取組ノーリフティングケア取組前前前前

• 腰痛は一種の職業病である（不注意、準備・技術不足等の個人因子）
• 介護の仕事は気力と体力と忍耐力が重要（精神論）
• 知識・技術は大切だが、「何が」正しいかは曖昧（個人に依る）
• 資格を保有していても必ずしも知識・技術に⻑けているとは限らない
• いわゆる「廃用症候群」は自然となりうるもので、防ぐには限界がある
• Etc.

何かしらの問題（腰痛・二次障害）が発生しても…

（目的・ビジョンが曖昧な）PDCAによる個別・短期的課題解決
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幸運な巡りあわせ幸運な巡りあわせ幸運な巡りあわせ幸運な巡りあわせ

日本ノーリフト協会®

 2015年6月 NHKにてノーリフトケア®の取

り組みが放送

 2015年11月 日本ノーリフト協会®を知る

 2016年2月 協会主催「第2回ノーリフト®

を通して考えるケアの質」（神奈川県）に

参加し同ケアを知る

 2016年4月 同ケアへの取組開始

「で、どうする？」
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How to do ? What to do?



NLCNLCNLCNLCへ取り組むことで、法人基本理念を維持できるか？へ取り組むことで、法人基本理念を維持できるか？へ取り組むことで、法人基本理念を維持できるか？へ取り組むことで、法人基本理念を維持できるか？

基本理念 ＝ 目的 + 基本的価値観

目的 … 組織の根本的な存在理由（永遠に輝き続ける道標）

基本的価値観 … 組織にとって不可欠で不変な主義
（目先の事情の為に曲げてはならない）

① 業績が落ち込むことがあっても、それを守り抜こうとするだろうか？
② （将来にわたって）心の底から「YES」という答え（確信）を出せるか？
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理念が「建前」にならないための問い

NLCNLCNLCNLC目的目的目的目的（マネジメントマニュアル（マネジメントマニュアル（マネジメントマニュアル（マネジメントマニュアル 2222頁より抜粋・要約）頁より抜粋・要約）頁より抜粋・要約）頁より抜粋・要約）

介護される側、する側双方において、健康的な
生活を保証できるケアを実践すること

「安全・安心な」ケアを提供するには、体の間違った
使い方を無くし、ケア対象者の状態に合わせて福祉用
具を有効に活用し取り組むことが必要（福祉用具の使
用が目的ではない）

ケアに従事する職員の誰もが安心して働ける職
場づくりこそが、対象者が安心してケアを受け
られる環境づくりにつながる
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NLCNLCNLCNLCで法人基本理念を維持できるか？で法人基本理念を維持できるか？で法人基本理念を維持できるか？で法人基本理念を維持できるか？
•基本理念 ＝ 目的 + 基本的価値観

社会福祉法人ひさの里
基本理念

正しい問いかけができるか？
→ 正しい返答ができるか？ 7

「私たちはそもそも、何屋か？」（再確認）

ふじの木園使命
〜介護が必要な状態となり、施設に⼊っても、その方らしい暮らしが継続
できるように⽀援すること〜

事業の定義
〜専門的ケアという⼿段を用いて個別ケアを提供すること〜

ユニットケア

D

C

A

ふじの木園としての答え
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どうやって進歩を促す（促進）か？どうやって進歩を促す（促進）か？どうやって進歩を促す（促進）か？どうやって進歩を促す（促進）か？
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進歩を促すサイクル進歩を促すサイクル進歩を促すサイクル進歩を促すサイクル
①適切な人材選抜

②各種行動計画立案

（目的・ビジョン）

③計画に沿った実践

（徹底and柔軟）

④進捗管理

実績評価

（60%主義）

⑤ルール（規則）・
コンテキスト（条
件）のバランス調整

⑥システム・体制・
用具等の環境整備
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中核的
価値観



11

12



急迫は事を敗り、寧耐は事を成す急迫は事を敗り、寧耐は事を成す急迫は事を敗り、寧耐は事を成す急迫は事を敗り、寧耐は事を成す

〜陥りがちな罠にはまらない〜
① 最終的な結果と過程（積み重ね）を混同す
ると、見方が歪んで実際には⻑期間にわたる
動きであることが見えにくくなる

② 決定的・画期的な何か（行動・計画・技
術）は存在しない

〜地道だが唯一の方法〜
⻑期＆一方向にゆっくりかつ確実に進める
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１．情熱を持って
取り組める点

３．原動力と
なる点

２．自信を持っ
て取り組める点

① 「時間…適切な人材」
② 「資金…継続的な予算の確保」
③ 「ブランド…支援者の好感と関心」
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理解すべき３つの点

① 目的
② 価値観
③ 使命

① 自分たちが
② 他事業所よりも
③ 地域福祉に貢献できる
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「A OR B」ではなく「A ＆ B」

「安全」＆「効率」
※※※※ 時間 ＜ 生産性

「基本理念の維持」＆「進歩を促進する」

その為に…

1. 何を目的に、何に価値を置くのかを常に確認する
2. 過去〜現在〜将来に向けた視点だけでなく、将来のあるべき姿を⾒
据えて（現在・未来）何をするかを検討する

3. （1.2に基づいた）計画の立案と、それを確実に実践できるシステ
ムを構築する（普及促進事業はその手段の一つ）

最後に…


